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はじめに

国内では現在日種のコウモリ類の生息が知られて

いるが（前田，2001），その多くは絶滅のおそれのあ

る種として，環境省（2002）のレッドデータブック

に掲載されており，生息状況はいまだによくわかっ

ていない（前田，1996）。コウモリ類は，闇夜を飛朔

し，普通は鳴き声が聞こえないため，全国的に分布

調査や生態研究， 保護対策が遅れている。

丹沢山地も例外ではなく，本格的なコウモリ類の調

査はこれまで行われていない。したがって，記録され

ている種は少なく ，キクガシラコウモリ Rhinolophus

ferrumequinum，コキクガシラコウモリ R.cornutus，イ

エコウモリPipistrellusabramus，ユピナガコウモリ

Miniopterus fuliginosus，テングコウモリ Murina

leucog，αst erの5種のみである（浜口ほか，1997；柴

田 ・田代，1962）。この中で，近年の記録がある種

はテングコウモリ （1996.7.16渡辺憲子氏死体拾得）と

山麓で普通に生息するイエコウモリだけで，他の3種

は，柴田 ・田代 （1962），柴田 （1964）の目録に挙

げられているに過ぎず，いずれも古い記録で具体的

な記載はされていなしミ。

このようなことから，丹沢山地ではコウモリ類の緊急

な生息調査や保護対策の必要性が指摘されており

（中村， 1995；浜口ほか，1997），筆者らは，まず

コウモリ類の分布を把握するために捕獲調査を行った

ので報告する。

調査方法

ほとんどのコウモリ類は捕獲しないと種の識別が困

難である。したがって，夜間及び昼間の休息場にな

る隆道や洞穴では捕虫網または素手で，森林内や川

では霞網を張って，捕獲調査を行った（環境省学術

捕獲許可第318号，第249号，第640号，第5-2号，

第5-176号，第5-88号）。 また飛期中のコウモリ類を

探索するために，コウモリ類の発する超音波を人の可

聴音に変換できるパッ トデイテクター（MINI-3Ultra 
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Sound Advice, UK）を使用した。捕獲したコウモリ類

は，雌雄の別と，体重， 前腕長等を計測した後，放

逐した。調査は 1998年 12月から 2001年 11月まで

の3年間，丹沢山地の各所で不定期に行った。

調査結果

今回の調査により，丹沢山地において2科9種のコ

ウモリ類の生息が確認された。以下に確認した種ごと

の概要を述べるととも に，捕獲個体と拾得した死体

の記録を表lに示した。なお，種の同定は阿部ほか

( 1994）の検索表に，また，学名と和名は阿部（2000)

によった。

1)コキクガシラコウモリ Rhinolophuscornutusキク

ガシラコウモリ科（図ト1)

北海道から九州、｜にかけて分布し，日本固有種である

可能性が高いが，中国東部にも分布する疑いがある

（阿部ほか， 1994）。神奈川県では，鎌倉市の散在ケ

池奥の石切場跡に大きな繁殖コロニーがあったが開発

によって失われ（寺島 ・柴田，1986），丹沢山麓の

秦野市田原で採集されているが（柴田・団代， 1962),

最近の本種の生息情報は途絶えていた。

材重は，昼間は洞穴などに集団で休息している洞窟性

のコウモリである（阿部ほか， 1994）。本調査では1998

年12月31日に，清川村宮ヶ瀬において，発電所の導水

管を作る時に掘られた洞穴で冬眠中の3頭を確認，Hi買
を捕獲した。天井の岩の凹みにl頭ずつぶら下がり，真

下にはフンが薄く堆積していた。夏期に入洞したときは

確認されなかったので，この洞穴は冬眠穴として利用さ

れているものと思われる。洞穴の出入り口は上に開口

しており，内部の高さと幅は約l～l.5m，長さはl伽1く

らいで，正面はコンク リートでふさがれていた。正面の

左側には人の頭大ほどの隙聞が空いていたが，その奥の

状況はわからなかった。洞穴の標高は約3仙 nで，宮ヶ

瀬ダム湖に面していた。2側 年l月1日の午前10:00頃

に温度を計ったところ，洞穴内の温度は13℃で（洞穴外

の温度は4℃）で、あった。キクガシラコウモリの冬眠穴



図1.1.コキクガシラコウモリ Rhinolophuscornutus; 2.モモジロコウモリ A今otismacrodacかlus:3.イエコウモリ Pipistrellus

αbramus; 4.ヒナコウモク Vespertiliosuperans ; 5.チチブコウモリ Barbastellaleucomelas ; 6.ユビナガコウモリ

Miniopterus uliginosus ; 7.テングコウモリ Murinaleucogaster ; 8.コテングコウモリ Murinaussuriensis . 
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表1 丹沢山地におけるコウモリの計測記録

種名 捕獲日（時間） 捕獲場所 性別 体重 前腕長

コキクガシラコウモリ 1998.12.31 （昼間） 宮ヶj頼（洞穴） 4.2cm 

モモジロコウモリ 1999.10.2 （昼間） 清水（隆道） 8.6g 3.93cm 

モモジロコウモリ 2000.7.20 （夜間） 玄倉（隆道） ♂ 7.2g 3.68cm 

モモジロコウモリ 2000.8.3 (21:00) 玄倉（腿道） ♂ 3.8cm 

モモジロコウモリ 2001.5.20 (18:30) 玄倉（腿道） ♂ 7.2g 3.69cm 

モモジロコウモリ 2001.5.20 (21:30) 玄倉（隆道） ♂ 7.6g 3.65cm 

モモジロコウモリ 2001.5.20 (21:30) 玄倉（隆道） ♂ 7.lg 3.7lcm 

モモジロコウモリ 2001.5.31 (18:23) 玄倉（腿道） ♀ 9.3g 3.76cm 

モモジロコウモリ 2000.8.3 (22:00) 玄倉（隣道） ♂ 4.0cm 

モモジロコウモリ 2001.8.10 （昼間） 玄倉（隆道） ♀ 8.6g 4.05cm 

モモジロコウモリ 2001.8.10 （昼間） 玄倉（隊道） ♂ 9.0g 3.71cm 

ヒナコウモリ 2000.3.20 (18：・10) 玄倉（隆道） ♂ 13. lg 4.8cm 

ヒナコウモリ 2000.3.20 (18:10) 玄倉（腿道） ♂ 12.3g 4.43cm 

ヒナコウモリ 2000.3.20 (18：・10) 玄倉（隆道） ♂ 12. lg 4.9cm 

ヒナコウモリ（死体） 2000.3.23 （昼間） 皆瀬）11 （道路上） ♂ 4.54cm 

ヒナコウモリ 2000.12.9 （昼頃） 札掛（建物外） ♂ 17.7g 4.7cm 

ヒナコウモリ 2001.3.9 （昼頃） 札掛（建物内） 1 l.5g 

テングコウモリ 2001.5.20 (18:30) 玄倉（腿道） ♀ 13.2g 4.32cm 

テングコウモリ 2001.7.19 (20:00) 玄倉（隆道） ♂ 12.7g 4.42cm 

コテングコウモリ 2001.7.27 (20:45) 玄倉（腿道） ♂ 5.5g 3.09cm 

コテングコウモリ（死体） 2001.8.4 堂平（ヒノキ林） 3.26cm 

ユビナガコウモリ 2001.11.16 (16:30) 玄倉（腿道） ♂ 12.0g 4.96cm 

チチブコウモリ 2001.11.25 (20:12) 玄倉（腿道） ♂ 12.7g 4.19cm 

＊ヒナコウモリ（00.3.23）とコテングコウモリ（01.8.4）は死体拾得。標本は山口が保管している。

の例である9～21℃（船越，1996）の範囲内で、あった。

2）モモジロコウモリ Myotis mαcrodactylusヒナコ

ウモリ科 （図1・2)

シベリア東部とサハリン南部，日本では北海道か

ら九州に分布し，洞穴，廃坑，隆道などを休息場と

する洞窟性のコウモリである （阿部ほか， 1994）。神

奈川県では，三浦半島では最近の詳しい情報は知ら

れていないが，箱根山地では多く（石原，1991），丹

沢山地では今回の記録が初めてである。

本調査では，酒匂川の山北町安戸あたりから上流

の河内川の川西までと，丹沢湖，玄倉川の仏岩周辺

で確認した。酒匂川と河内川では，春から初夏に水

面を飛期する個体が多く，両河川がつながるあたり

のJR御殿場線の旧陸道を昼間の休息場として利用

していた。丹沢湖では，水面を飛期している個体が

目撃され，周囲にある隆道を夜間の休息場として利

用していた。玄倉川の仏岩では，青崩｜弦道と石崩｜控

道を昼夜の休息場として利用していた。この流域に

は9カ所の隆道があるが，この2カ所だけを利用し
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ていたのは， 他の隆道が25m前後なのに対して，こ

の2カ所は150m前後の長さがあったからと考えられ

る。日没後l～2時間程すると隆道に入って来て，コ

ンク リート面の天井で休んでいることが多かった。

多いときの数は，昼間が6頭くらいで夜間が10頭く

らいであった。昼間は， 青崩隆道ではほとんどの個

体が岩の隙聞に潜り込んでいたが，手掘りにコンク

リートを吹き付けた石崩隆道では，凹みにとまって

いた。昼夜ともに数が多かったのは青崩隆道の方で

あった。これは，石崩隆道は直線でコンク リートだ

が，青崩隆道は途中が曲がりくねっていることから

昼間でも中が真っ暗で，手掘りのまま残された岩の

隙聞が隠れ家になるからと思われる。この隆道で捕

獲した個体は雄が多かった。2001年7月27日に青崩

隆道の天井に体を寄せ合ってとまっていた2頭を捕

獲したと ころ，どち らも雌で，体のやや大きい方は

乳が発達していた。このことから，この2頭は母子

の可能性があり ，この付近で繁殖したものと思われ

る。



3）イエコウモリ（アブラコウモリ）P伊istrellusabramusヒ

ナコウモリ科 （図1-3)

シベリア東部からベトナム，台湾，日本では本州か

ら九州に分布し，家屋を昼間の隠れ家にし， 山間部

とか民家のない森林内には生息しない（阿部ほか，

1994）。

本調査では捕獲していないが，山北町向原の工場

で保護され（山口， 1999），同町の駅周辺や尺里川，

酒匂川から河内川の谷峨や神縄の集落周辺でパット

デイテクターにより福志した。利重のパットデイテクター

を通した声は，近縁であるモリアブラコウモリ

Pipistrellus endoiとの区別は困難で、あるが，モリアブ

ラコウモリは森林に棲み樹洞を隠れ家にすることから

（阿部ほか， 1994），周りに樹洞のできるような天然

林のない民家周辺で、パットデイテクターによって石在認し

たものはイエコウモリとみなした。

4）ヤマコウモリ め1ctalusaviatorヒナコウモリ科

中国東部，朝鮮半島，日本では北海道から九州に

かけて分布し，昼間は樹洞を隠れ家にしている（阿部

ほか， 1994）。神奈川県では川崎市・小田原市・南

足柄市（吉行， 1990；落合， 1996；田代， 1969）な

どで記録されている。

本調査では捕獲していないが，松田町の松田山で

飛期している個体を近距離で目視している。また，

2001年3月に同町の神社にて拾得された本種の艶死

体を筆者の一人である山口が保管している。

5）ヒナコウモリ Vespertiliosuperansヒナコウモリ科

（図1-4)

シベリ ア東部，中国東部，台湾，日本では北海道か

ら九州に分布し，樹洞，家屋，海蝕洞などを昼間の

休息場や繁殖場として利用している （阿部ほか，

1994）。北海道南部 （岡崎， 2000）や青森県 （向山，

1996）では，木造の建物や橋桁などで繁殖する集団

がいくつかの場所で、見つかっているが，全国では他に

数カ所でしか知られてなく，越冬地についてもよくわ

かっていなし、。神奈川県では箱根山地で記録されてい

るが （石原，1991），それ以外では確かな記録は知ら

れていなかった。丹沢山地では初めての記録である。

1999年12月に山北町玄倉にある建物の瓦屋根の

隙間で冬眠集団が発見され （山口， 2000),2001年

4月10日に同所で出巣個体をカウントしたところ，40

頭（17:30～18:50）を数えた。 他の場所では，山北

町皆瀬川沿いの道路脇で2000年3月23日に死体が

拾得され，清川村札掛では， 2000年 12月9日の昼

頃，養魚、場の木造小屋の玄関前に腹を上にした状態

で落ちていた l頭（雄）を西川敦人氏が保護し，2001

年3月9日の昼頃，木造の宿泊施設「県立札掛森の

家」の室内の床に落ちていた l頭（雌雄不明）が，職

員の鈴木清氏により保護され，県自然環境保全セン
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ターに届けられた。

このように，本種は丹沢湖畔で冬眠集団が確認さ

れ，札掛周辺でも複数の冬眠個体がいることがわ

かった。

6）チチフ、コウモリ Barbastella leucomelasヒナコウモ

リ科 （図1・5)

イスラエルからコーカサス，インド北部，中国西部，

日本に分布し，樹洞や洞穴を昼間の隠れ家に利用す

る（阿部ほか， 1994）。囲内の生息状況は，日本日甫

乳類学会編「レッドデータ日本の晴乳類」（前田・松

村 1997）によれば，北海道， 本州中部以北，四国

から採集記録があり，この25年間では，北海道，岩

手県，埼玉県，岐阜県，愛媛県から知られ，この 10

年間の生息確認は3カ所であり，北海道を除くと採

集個体は 10頭を少し超えるにすぎないとされてい

る。神奈川県では今回が初めての記録である。

2001.11.25 20: 12，青崩隆道内の天井の岩の凹みで休

んでいた雄1頭を捕獲した。捕獲したとき体が暖かっ

たので，休息、にやって来て間もない個体と思われる。

7）ユピ、ナガコウモリ Miniopterusuliginosusヒナコ

ウモリ科（図1-6)

アフガニスタンからインド，中国，日本では本州から

九州に分布し，昼間は集団で洞穴を隠れ家にする

（阿部ほか，1994）。 神奈川県では，鎌倉及び三崎

の洞穴に多く生息していた（Shibata& Ter句ima,1958) 

が現在は生息しておらず（寺島・柴田1986），箱根山

地では箱根用水のトンネル内で確認されたことがあ

る（石原龍雄氏私信）。丹沢では，古い文献の晴乳類

リス トに記載されているだけであった（柴田・田代，

1962）。

2001年11月16日 16:30，青崩｜弦道内の天井の岩

の凹みで休んでいた雌l頭を捕獲した。

8）テングコウモリ Murinαleucogasterヒナコウモリ

科（図ト7)

インド北東部，中国，シベリア東部，日本では北海

道から九州に分布し，樹洞や洞穴を昼間の隠れ家に

する （阿部ほか， 1994）。神奈川県では，これまで

秦野市，山北町，箱根町，南足柄市など，丹沢山

地と箱根山地周辺で数例カf記録されているだ、けで、あっ

た（浜口ほか， 1997;Yoshiyuki, 1989；田代， 1969）。

本調査では，石崩隆道内で雌1頭 （2001年5月20

日）， 青崩隆道内で雄 l頭（2001年7月19日）を捕

獲した。捕獲したときの雌は，石崩隆道内のコンク

リートを吹き付けた天井の凹みにぶら下がっていた

が，その後は雌雄ともに青崩隆道内の天井の岩の隙

聞に潜り込んでおり， 単独であったり，モモジロコ

ウモリの数頭の群塊に混じっていることもあった。

雌は25日間，雄は28日間，電波発信器を装着して

行動を追跡したところ，放逐後，雄は一度も確認さ



れなかったが，雌は周辺で活動し，主に隆道内で休

息していた（山口ほか， 2002）。

9）コテングコウモリ Murinaussuriensisヒナコウモリ

科（図ト8)

シベリア東部および北東部，サハリン，千島列島，

朝鮮半島，日本では北海道から九州に分布し， 昼間

の隠れ家は基本的には樹洞のようだが，木の茂み，

樹皮の間隙，落ち葉の下，洞穴，家屋内でも見つ

かっている（阿部ほか， 1994）。神奈川県では，1953

年8月に箱根町金時山山頂の山小屋で，雄の幼獣が

採集された l例（田代， 1961）のみであった。

本調査で次の2頭を確認した。

2001年7月27日， 20:45，玄倉林道の隆道内で，

天井の凹みで休息していたl頭を捕獲した。周辺は急

峻な地形で，ミズナラ，ケヤキ，シデ類などの落葉

広葉樹林にモミが点在し，スギやヒノキの植林地も

あった。隆道の標高は約650mであった。

2001年8月4日，清川村堂平で腐乱したl頭の死

体を確認した。これは8月2日の朝， 二宮史絵氏が

登山道上で弱っている本個体を目撃し，夕方再び通り

かかったときには死んで、いたので，それを土の中に埋

めたもので，その2日後に筆者が掘り出して，吉行瑞

子氏に同定をお願いした。確認した場所は，標高約

920mのスギやヒノキの壮齢林内で，近くには大木か

らなるブナ林やモミ林があった。

まとめ

本調査で確認できたのは，コキクガシラコウモリ，モ

モジロコウモリ，イエコウモリ，ヤマコウモリ，ヒナコ

ウモリ，チチブコウモリ，ユピナガコウモリ，テングコ

ウモリ，コテングコウモリの2手ヰ併重であった。このう

ちモモジロコウモリ，ヤマコウモリ，ヒナコウモリ，コ

テングコウモリは丹沢山地においては初めて記録さ

れ，チチブコウモリは神奈川県初記録であったOこれ

に，過去に記録されているキクガシラコウモリを加える

と，丹沢山地のコウモリ類は2科10種ということにな

る。しかし，キクガシラコウモリの記録は40年ほど前

の古い文献によるもので，しかも，その後の環境は

著しく変化しているので，現在も生息しているかどうか

はわからない。今後再確認を行う必要がある。

テングコウモリ，コテングコウモリ，チチブコウモリは

本来樹洞性と考えられているので（阿部ほか，

1994），洞のできるような大木や古木を必要とする。し

たがって，これらが永続的に丹沢山地で生息していく

ためには，天然林の維持が不可欠であろう。洞穴に

群れるコキクガシラコウモリとユピナガコウモリは，鍾

乳洞がなく，大きな自然洞穴などが知られていない丹

沢山地には少ないと考えられるが，今後廃坑など人

工洞穴が見つかれば，キクガシラコウモリとともに見
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っかるかもしれない。したがって，今回コキクガシラコ

ウモリを確認した洞穴は貴重なものである。モモジロ

コウモリは丹沢湖と，その上・下流域でしか確認され

なかったが，水辺を好むコウモリなので、宮ヶ瀬湖や他

の河川周辺でも今後見つかる可能性がある。また，

車や人の通行が少なく，手掘りのまま残されたところ

のある玄倉川流域の隆道は，洞穴に代わるものとし

て貴重な存在である。ヒナコウモリは，丹沢湖畔で集

団が越冬し，札掛でも冬眠個体が見つかった。本種

の集団越冬地は，囲内において数カ所でしか見つ

かっていないことから，今後，この越冬場所の保全と

越冬生態について解明していきたい。ヤマコウモリは

高空を飛朔することから，移動能力が高く，県内の山

地から平野部に広く分布していると思われる。ケヤキ

などの大木の洞を昼間のねぐらや冬眠場に利用するた

め，むしろ山の中よりも山麓の社寺林や屋敷林で今

後調査を行う必要があるだろう。

おわりに

今回の調査は，調査範囲や調査回数などがまだ

不十分で、あり ，目撃していながら捕獲ができずに

識別のできなかった種もあった。したがって，今後

も調査を続けていけば，他の種も確認できるだろ

う。コウモリ類は，大木や原生林が消失するなか

で，生息が知られないまま，数多くの種が地域的に

絶滅している，と考えられており（前田， 1996），今

回確認したヤマコウモリ，ヒナコウモリ，チチブコ

ウモリ，テングコウモリ，コテングコウモリは，環

境省 （2002）のレッドデータブックで，絶滅の危険

が増大している種として「絶滅危｜其E類」に挙げら

れている。丹沢山地で確認されたコウモリ類のう

ち，モモジロコウモリとイエコウモリを除くすべ

ての種は，丹沢のみならず神奈川県においても，現

在の生息状況がわかっていなかったり，初めて記

録された種であった。

このようなことから，丹沢山地のコウモリ類を保

護していくために，今後も継続して分布調査を行う

とともに，採餌環境や行動範囲，繁殖場や休息、場の

利用様式など，種ごとの具体的な生態調査も実施す

る必要がある。
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